
                                           

■「持続可能なまちづくり」を進める上でのポイントについて 

 

〇「持続可能なまちづくり」を進めるポイント（趣旨） 

今回、「持続可能なまちづくり」事例調査を進める上で、委員の皆様から、事例の他に、大局的な「まちづ

くりの進め方」について、貴重なご意見をいただきました。そこで、道としては、当意見をベースに、「事例」

を紹介する「前段」として、「持続可能なまちづくり」を進める上でのポイントをまとめることとしました。 

今回当協議会において、道は、ご意見からキーワードを抽出し、考えられるポイントをまとめました。下記

の「たたき台」について、議論していただきたいと考えます。 

 

〇「持続可能なまちづくり」に関する委員からのご意見（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「持続可能なまちづくり」の取り組みを進めるポイント（たたき台） 

 ★取組・サービスを束ねて効率化 

   人口減少を前提とした都市機能の集約（役所・病院・福祉・バスターミナル等） 
近隣中核都市との連携（地域イベント、防災、ひとの交流） 

公共交通機関の柔軟な運営（住民・まちづくり会社運営） 

 ★新しい価値・稼げる産業の創造 

AIやDXの活用により、地域独自の付加価値を生み出す 

民間企業・スタートアップとの連携により、地域にお金が落ちる仕組み作り 

 ★移住促進・子どもや若者が残る 

   二地域居住・特化教育・就労支援により、若年層・移住希望者の掘り起こし 

   スポーツ留学＆誘致・・ワイン就農支援など長期スパンが期待される専門人材の確保 

★地域の将来を支える「担い手」の育成 

   多くの社会体験を通じた大人との交流（宿泊体験・大学生との交流・地域イベント参加） 

将来を見据えた教育（生成 AIを活用できる人材、ドローン等無人化技術への特化教育） 

・人口が減ってもインフラは減らない中、地域の課題を解決する視点は２つ。  

①「人口減により開いた地域運営上の「すき間」を埋めていく」 

②「ばらばらに行っていた取組やサービスを束ねて効率化する」 

・AI や DX の活用においては人手不足への対応も大事ではあるが、それだけでは現状をキープするだけ

で経済のパイが増えない。新しい価値や産業の創造へ知恵を絞るべき。・ 

・先進事例を考える視点として、「稼げる産業」「まちづくりに一体となって取り組んでいること」 

「移住等の決め手となる強い要素」等が考えられる 

・「子どもや若者が残る」「来てもらえるようなまち」であることが重要である。 

・基幹産業や行政に携わる担い手の不足が、地域の活力に大きく影響している。  

・多くの自治体と話す中、まちづくりへの熱意と取組内容に温度差を感じた。 


